
江
東
区
労
連
の
呼
び
か
け
で
開
か

れ
た
結
成
・
学
習
会
、
清
水
英
明

事
務
局
長
が
、
情
勢
報
告
と
春
闘

に
向
け
て
の
活
動
の
三
つ
の
重
点

課
題
を
提
起
し
、
採
択
さ
れ
ま
し

た
。講

師
の
労
教
協
・
筒
井
理
事
は

「
経
済
危
機
か
ら
の
回
復
と
持
続

可
能
な
成
長
に
重
要
な
こ
と
は
、

経
済
政
策
の
中
心
に
雇
用
を
位
置

づ
け
る
こ
と
、
生
産
的
な
雇
用
と

デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・
ワ
ー
ク
（
人
間

ら
し
い
働
き
方
）
を
目
標
に
据
え

る
こ
と
を
提
起
し
ま
し
た
。

地
域
か
ら
国
民
春
闘
を
す
す
め

て
い
く
う
え
で
最
賃
闘
争
が
大
事

だ
と
し
て
、
欧
米
で
の
運
動
を
紹

介
。
欧
米
で
は
、
中
小
企
業
も
含

め
て
全
国
一
律
最
賃
制
と
大
幅
賃

上
げ
を
実
現
し
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
①
購
買
力
を
高
め
、
地
域
経

済
の
活
性
化
を
促
し
、
②
労
働
者

の
移
動
が
減
り
、
③
生
産
性
を
高

め
、
商
品
の
品
質
を
高
め
会
社
の

利
益
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
述
べ

ま
し
た
。

ま
た
大
幅
賃
上
げ
は
「
会
社
の

倒
産
に
繋
が
る
」
と
の
批
判
に
対

し
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、
失
業
率
の

減
少
、
イ
ン
フ
レ
も
下
が
り
、
貧

困
率
も
下
が
っ
た
と
い
い
ま
す
。

20
年
に
及
ぶ
「
ベ
ア
ゼ
ロ
」
が

続
く
な
か
、
春
闘
は
終
焉
し
た
と

財
界
は
言
う
が
、
連
合
も
５
年
ぶ

り
に
賃
上
げ
を
要
求
し
て
お
り

「
ベ
ア
ゼ
ロ
」
の
壁
を
切
り
崩
し

て
い
く
こ
と
を
強
調
し
ま
し
た
。

１
月
23
日
、
２
０
１
６
年
江
東

民
主
商
工
会
「
新
春
の
つ
ど
い
」

が
カ
メ
リ
ア
プ
ラ
ザ
で
67
名
の
民

商
会
員
や
区
内
民
主
団
体
代
表
な

ど
の
参
加
で
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

上
原
譲
会
長
は
、
安
倍
政
権
が

ね
ら
う
消
費
税
の
大
増
税
路
線
は

断
じ
て
許
さ
れ
な
い
。
10
％
へ
の

再
増
税
が
前
提
で
庶
民
の
苦
難
は

減
ら
ず
、
中
小
業
者
に
は
複
数
税

率
に
伴
う
膨
大
な
実
務
が
押
し
付

け
ら
れ
る
と
厳
し
く
批
判
。

日
本
共
産
党
か
ら
来
賓
挨
拶
の

山
添
拓
東
京
選
挙
区
予
定
候
補
は
、

一
世
帯
６
２
０
０
０
円
の
負
担
増

で
営
業
と
暮
ら
し
を
破
壊
す
る
消

費
税
増
税
は
「
軽
減
」
税
率
で
は

逆
進
性
を
解
消
し
な
い
と
指
摘
し
、

中
止
す
る
た
め
に
参
院
選
に
勝
利

し
て
、
戦
争
法
廃
止
と
あ
わ
せ
て

政
治
を
変
え
る
と
決
意
を
述
べ
ま

し
た
。

江東区の職場・地域、議会などくらし・
平和を守る運動をご紹介します。
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厳
し
い
冬
の
到
来
か
と

思
え
ば
、
中
旬
に
は
早

く
も
春
一
番
が
吹
き
荒

れ
て
20
℃
を
超
す
陽
気
。

こ
の
寒
暖
差
に
は
驚
か

さ
れ
る
ば
か
り
で
す
▼
政
局
で
は
、

「
政
治
と
カ
ネ
」
問
題
が
再
燃
し
、

甘
利
経
済
再
生
相
の
口
利
き
疑
惑

で
の
辞
任
。
さ
ら
に
閣
僚
た
ち
の

数
々
の
問
題
発
言
と
不
倫
議
員
の

辞
職
ま
で
加
わ
り
、
政
権
は
末
期

症
状
を
呈
し
て
い
ま
す
▼
高
市
総

務
相
の
「
電
波
停
止
」
を
匂
わ
す

恫
喝
は
、
放
送
法
の
自
主
的
倫
理

規
定
を
は
き
違
え
た
も
の
で
、
戦

前
の
報
道
統
制
を
さ
え
想
起
さ
せ

ま
す
。
す
で
に
、
政
権
に
対
す
る

辛
口
コ
メ
ン
ト
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
現
代
」
や
テ
レ
ビ
朝
日

と
Ｔ
Ｂ
Ｓ
の
３
人
の
キ
ャ
ス
タ
ー

交
代
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
▼
第
一

次
内
閣
で
の
挫
折
に
懲
り
た
安
倍

首
相
が
再
登
場
以
来
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
会

長
の
首
を
す
げ
替
え
た
り
、
マ
ス

コ
ミ
操
作
で
世
論
誘
導
に
腐
心
し

て
い
る
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
す
。

と
こ
ろ
が
「
自
衛
隊
を
違
憲
と
い

う
な
ら
ば
、
９
条
２
項
を
変
え
れ

ば
」
な
ど
の
主
張
は
、
立
憲
主
義

も
つ
ま
び
ら
か
で
な
い
噴
飯
も
の

の
失
言
で
し
ょ
う
。
首
相
自
身
が

高
支
持
率
に
驕
っ
て
国
民
を
欺
瞞

す
る
手
法
は
い
つ
ま
で
も
通
用
す

る
と
は
限
り
ま
せ
ん
▼
巷
で
は
、

立
憲
主
義
否
定
の
戦
争
法
廃
止
め

ざ
す
全
国
一
斉
の
２
０
０
０
万
署

名
活
動
の
第
３
火
曜
日
、
江
東
で

も
大
島
ダ
イ
エ
ー
前
や
亀
戸
駅
頭

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
19
日
は
ア
リ

オ
前
に
デ
ビ
ュ
ー
。

こ
の
日
国
会
で
は
遂
に
野
党
５

党
の
戦
争
法
廃
止
の
共
同
提
案
と

国
政
選
挙
で
の
協
力
な
ど
の
画
期

的
な
合
意
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
や

国
際
競
争
力
の
強
化
な
ど
を
理
由

に
し
た
羽
田
空
港
の
国
際
線
増
便

の
動
き
が
急
で
、
江
東
区
内
へ
の

悪
影
響
も
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。

国
土
交
通
省
の
説
明
に
よ
る
と
、

年
間
６
割
を
占
め
る
北
風
の
時
に

朝
６
時
か
ら
10
時
半
と
午
後
３
時

か
ら
７
時
の
間
、
１
時
間
当
た
り

21
機
が
荒
川
上
空
に
新
設
す
る
経

路
を
上
昇
し
て
い
き
ま
す
。

既
に
現
在
、
特
に
東
砂
地
域
で

は
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
や
、
南
風
の
時

に
江
戸
川
区
か
ら
羽
田
へ
向
け
て

着
陸
し
て
く
る
航
空
機
の
騒
音
へ

の
苦
情
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
と

は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
回
数
で

す
。飛

行
機
の
航
路
は
地
図
上
で
は

１
本
の
線
で
す
が
、
羽
田
か
ら
実

際
に
飛
ん
で
い
る
航
跡
を
み
る
と

数
百
メ
ー
ト
ル
か
ら
キ
ロ
単
位
の

幅
が
あ
り
ま
す
。
操
縦
士
の
技
量

な
ど
を
別
に
し
て
も
、
天
候
や
風

力
、
風
向
き
に
よ
る
影
響
も
あ
る

か
ら
で
す
。

こ
の
よ
う
な
現
実
か
ら
す
る
と
、

騒
音
被
害
は
荒
川
周
辺
に
と
ど
ま

ら
ず
、
江
東
区
内
の
広
範
囲
に
広

が
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

同
省
で
は
展
示
パ
ネ
ル
を
担
当

者
が
説
明
す
る
形
の
説
明
会
を
南

砂
区
民
館
で
開
催
し
ま
し
た
が
、

参
加
者
か
ら
「
海
上
で
高
度
を
稼

げ
な
い
の
か
と
聞
い
た
が
、
答
え

は
あ
い
ま
い
」
「
羽
田
集
中
で
な

く
、
全
国
の
空
港
を
充
実
し
て
分

散
さ
せ
る
方
が
国
際
化
や
観
光
に

貢
献
で
き
る
」
と
い
う
声
も
。

そ
え
や
良
夫
区
議
は
「
計
画
が

実
現
す
る
と
被
害
は
広
範
囲
に
な

る
。
国
際
競
争
力
と
い
う
甘
言
で

住
民
に
我
慢
さ
せ
よ
う
と
す
る
政

策
は
撤
回
さ
せ
た
い
」
と
、
運
動

を
広
げ
る
決
意
を
語
っ
て
い
ま
す
。

写

真
右

上
は

、

亀
戸

天
神

前

、

左
上
は

ア
リ
オ

前
で
。

羽
田
空
港
機
能
強
化
・
増
便

住
宅
密
集
地
に
騒
音
被
害

実
際
の
航
跡
は
地
上
と
違
い

２
〜
３
キ
ロ
の
幅

江
東
国
民
春
闘
共
闘
委
員
会
結
成
・
学
習
会

各地域で戦争法許さずと宣伝・署名

民
主
商
工
会
が
「
新
春
の
つ
ど
い
」

消
費
税
大
増
税
は
断
じ
て
許
さ
ず

「
国
際
化
」
に
は

各
地
の
空
港
の
充
実
で

戦
争
法
廃
止
に
む
け
て
江
東
区

の
大
運
動
実
行
委
、
戦
争
法
ぶ
っ

潰
せ
江
東
行
動
実
行
委
、
「
砂
町

の
会
」
「
大
島
の
会
」
「
マ
マ
の

会
」
、
新
婦
人
江
東
支
部
、
守
る

会
な
ど
２
０
０
０
万
署
名
運
動
は
、

東
陽
町
西
友
前
、
亀
戸
天
神
、
亀

戸
駅
頭
、
西
大
島
ダ
イ
エ
ー
、
門

前
仲
町
交
差
点
、
北
砂
ア
リ
オ
な

ど
各
地
で
継
続
。

日
本
共
産
党
各
支
部
の
個
別
訪

問
な
ど
の
署
名
活
動
と
合
わ
せ
て

２
月
20
日
現
在
１
３
８
４
０
筆
が

集
約
さ
れ
て
い
ま
す
。



【
講
演
要
旨
】

日
本
の
教
育
予
算
は
Ｏ
Ｅ

Ｃ
Ｄ
34
カ
国
の
な
か
で
最
低
。

し
か
も
、
奨
学
金
は
す
べ
て

利
子
付
き
貸
与
で
、
卒
業
時

に
は
６
０
０
万
円
に
も
な
る
。

大
学
の
授
業
料
は
国
の
交
付

金
が
削
ら
れ
、
今
後
15
年
間

に
40
万
円
も
値
上
げ
さ
れ
93

万
円
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
。

一
方
、
派
遣
労
働
法
改
悪

で
４
割
を
超
え
る
低
賃
金
の

非
正
規
労
働
者
や
若
者
の
ニ
ー

ト
、
フ
リ
ー
タ
ー
な
ど
、
貧

困
と
格
差
が
拡
大
し
て
、
子

ど
も
の
貧
困
率
は
16
・
３
％

（
６
人
に
１
人
）
、
ひ
と
り

親
世
帯
で
は

50
％
を
超
え

て
い
る
。

そ
の
結
果
、

少
子
高
齢
化

に
拍
車
が
か
か
り
、
日
本
の

Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
国
内
総
生
産
）
は

30
年
間
も
停
滞
し
経
済
の
衰

退
を
招
い
た
。

「
子
ど
も
の
貧
困
対
策
法
」

（
２
０
１
５
年
）
に
は
「
子

ど
も
が
そ
の
生
ま
れ
育
っ
た

環
境
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る

こ
と
の
な
い
よ
う
、
ま
た
、

貧
困
が
世
代
を
超
え
て
連
鎖

す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
必
要

な
環
境
整
備
と
教
育
の
機
会

均
等
を
は
か
る
」
と
し
て
自

治
体
が
対
応
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
し
か
し
、
東
京
都
で
は
、

定
時
制
高
校
を
さ
ら
に
４
校

も
廃
校
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

貧
困
の
連
鎖
を
断
ち
、
格

差
を
是
正
す
る
政
治
へ
転
換

し
な
い
限
り
、
経
済
の
健
全

な
成
長
は
で
き
な
い
。
戦
争

法
制
下
で
の
米
国
流
の
経
済

的
徴
兵
制
に
な
り
か
ね
な
い
。

有名な「女工哀史」を書いたのは、東京

モスリン亀戸工場で働いていた細井和喜蔵

です。和喜蔵は、小学校中退で織物工場の

小僧となり、1920(大正９)年に上京、福神
橋を渡った左側の吾嬬町亀戸（墨田区文花

１丁目）にあった東京モスリンに入りまし

た。25歳で同じ職場の女工、堀としをと結
婚します。

21年夏の東京モスリン争議で活躍し、組
合をつくるが病気などで退職。妻の給料で

生活しながら、夫婦の体験をもとに紡績女

工の悲惨な生活を取材した「女工哀史」を

執筆して、1925(大正14)年に改造社から出
版します。

この本に書かれた女工の実態は次のよう

なものでした。女工募集の会社のビラには

「新築の寄宿舎、学校、病院が設けてあり、

総べて無料です。…食事は、会社から多額

の補助金を出して、白飯とおいしい副食物

を1日わずか12銭で賄います。他に一銭もか
かりません」

ところが、食事は「一汁一菜」、朝は

「香々 」だけ。製品に厳しく等級がつけら

れ、一等品以外には罰金、給料から引かれ

たり、受持ち台数を減らされました。母親

の病気でも帰省をみとめず、外出や化粧、

服装まで規制されました。会社は外勤係、

督促と呼ぶ無頼漢を雇い、労働運動も抑え

こみ、争議ではビストルでのおどし、殺す

と騒ぎたてました。

“籠の鳥より監獄よりも寄宿ずまひはなほ

辛い”“工場は地獄よ主任が鬼で廻る運転

火の車”など、和喜蔵が集めた多くの女工

の唄とともに「女工哀史」は紡績女工の実

態を広く世間に知らせ、人間らしく働きた

いという運動をつよめることになりました。

和喜蔵はこの本の出版直後の８月、亀戸

博愛病院において28歳で病死。本の印税は
紡績関係の労働者の解放運動と、青山墓地

の「無名戦士の墓」の基金となりました。

毎年、３月18日パリ・コンミューンの記

念日に「墓前祭」がおこなわれます。

昨
年
の
日
本
母
親
大
会
ビ

デ
オ
の
上
映
、
土
建
女
性
の

会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
レ
ク
ダ

ン
ス
に
続
い
て
、
江
東
母
親

連
絡
会
代
表
の
伊
原
静
江
さ

ん
か
ら
「
戦
争
法
が
強
行
採

決
さ
れ
、
日
本
が
再
び
戦
争

す
る
国
に
な
っ
て
し
ま
う
の

で
は
な
い
か
と
い
う
不
安
と
、

大
き
な
怒
り
が
渦
巻
き
始
め

て
い
ま
す
。
母
親
運
動
の
原

点
で
も
あ
る
ビ
キ
ニ
事
件
と

第
五
福
竜
丸
存
続
の
た
た
か

い
の
歴
史
を
学
び
、
交
流
し
、

平
和
な
世
の
中
に
し
て
い
く

た
め
、
私
た
ち
自
身
の
力
を

さ
ら
に
つ
け
て
頑
張
り
ま
し
ょ

う
」
と
開
会
の
挨
拶
。

市
田
真
理
さ
ん
は
「
ビ
キ

ニ
事
件
と
母
親
運
動
」
と
題

し
て
１
時
間
20
分
に
わ
た
り

講
演
し
ま
し
た
。

静
岡
県
焼
津
港
の
漁
船
・

第
五
福
竜
丸
が
ビ
キ
ニ
環
礁

で
米
国
の
水
爆
実
験
の
死
の

灰
を
浴
び
、
放
射
能
と
は
知

ら
ず
帰
国
し
た
乗
組
員
た
ち

の
そ
の
後
の
悲
惨
な
状
況
が

詳
細
に
語
ら
れ
ま
し
た
。

漁
船
は
し
ば
ら
く
国
の
保

管
で
練
習
船
と
し
て
使
わ
れ
、

最
後
は
夢
の
島
に
ぼ
ろ
ぼ
ろ

の
廃
船
と
な
っ
て
捨
て
ら
れ

て
い
た
の
を
保
存
す
る
江
東

区
内
の
平
和
運
動
を
す
す
め

る
皆
さ
ん
の
活
動
に
ふ
れ
て
、

「
水
爆
実
験
の
生
き
証
人
」

と
し
て
平
和
を
語
り
継
ぐ
こ

と
を
訴
え
ま
し
た
。

全
国
革
新
懇
代
表
世
話
人
・

池
田
香
代
子
さ
ん
（
ド
イ
ツ

文
学
者
、
翻
訳
家
）
は
講
演

で
、
日
本
国
憲
法
が
世
界
か

ら
も
評
価
さ
れ
て
い
る
例
と

し
て
、
一
昨
年
米
国
の
憲
法

学
者
の
学
会
で
、
世
界
中
の

憲
法
の
中
で
一
番
に
な
っ
た

日
本
の
憲
法
は
、
特
に
第
三

章
の
「
人
権
」
に
最
高
得
点

が
つ
け
ら
れ
た
こ
と
、
そ
の

憲
法
が
い
ま
安
倍
内
閣
に
よ
っ

て
い
か
に
危
機
に
瀕
し
て
い

る
か
と
警
告
し
ま
し
た
。

違
憲
の
戦
争
法
に
書
か
れ

て
い
る
「
積
極
的
平
和
主
義
」

「
後
方
支
援
」
「
一
体
化
」

な
ど
の
語
句
は
ま
と
も
な
英

語
に
な
ら
ず
、
世
界
に
通
用

し
な
い
ご
ま
か
し
で
あ
る
と

翻
訳
家
な
ら
で
は
の
話
も
。

あ
な
た
は
戦
争
が
ど
う
い

う
も
の
か
、
知
っ
て
い
ま
す

か
？

そ
ん
な
問
い
か
け
で

始
ま
る
絵
本
「
戦
争
の
つ
く

り
か
た
」
（
ネ
ッ
ト
も
閲
覧

可
）
を
紹
介
し
な
が
ら
、
絶
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１

月

23
日
、

「
戦
争

法
の

廃
止

を
求
め

る
砂

町
の
会

」

は

、

11
月

か

ら

始

め

た

憲

法
学

習

シ

リ

ー

ズ

の

第

３

回

目

を

南

砂

区

民

館
で

開

催

し

、

会

場

い

っ

ぱ

い

の

１

０

４

人
が

参

加
し

ま
し

た

。

１

月

29
日

、

総

合

区
民

セ

ン

タ

ー

に
お

い

て

「

江

東

区
の

教

育

を
考

え

る

会

」

は
、

な

く

そ

う

！
子

ど

も

の

貧

困

・
全

国

ネ

ッ
ト

ワ

ー

ク

世

話
人

の

綿

貫

公

平
さ

ん

を

講

師

に

「
子

ど

も

の
貧

困

〜

そ

の

実
態

と

対

応

」

と
題

し

て

学

習

会

を
開

催

し
ま

し

た
。

冷
た

い

雨
の

中

32
人

が

参
加

し
ま

し

た
。

青

山

墓

地

の

無

名

戦

士

の

墓

細井和喜蔵の「女工哀史」

スラ イドを使って講演す る市田真理さん

２

月

11
日

、

江

東

母

親

大

会

が

江

東

区

文

化

セ

ン

タ

ー

で

開

か

れ

、

午

前

の

全

体

会

は

第

五

福

竜

丸

展

示

館

学

芸

員

の

市

田

真

理

さ

ん

の

講

演

が

あ

り

、

１
５

６

人
が

参

加
し

ま

し
た

。

午
後
か
ら
は
、
教
育
問
題
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
食
品
、
ヨ
ガ
体
験

の
３
つ
の
分
科
会
が
お
こ
な

わ
れ
ま
し
た
。

池田香代子さん の話を聞 く参加者

☆

行
事
日
程

☆

○

３
月

４
日（

金

）

◆

江

東

革

新

懇

年

次
総

会

（

18
時

30
分
〜

総
合
区
民
セ
ン
タ
ー
）

○

３
月

６
日（

日

）

◆

東

京

大

空
襲

を

語
り

継

ぐ
つ

ど

い

（

13
時

30
分
〜

テ
ィ
ア
ラ
こ
う
と
う

大
会
議
室
）

○

3
月

11
日（

金

）

◆

重

税

反
対

江
東

区

民
集

会

（

10
時
〜

総
合
区
民
セ
ン
タ
ー
）

◆

映

画

「
日

本
と

原

発

４

年
後

」

（

14
時
・

19
時

２
回
上
映

総
合
区
民
セ
ン
タ
ー
）

○

3
月

22
日（

火

）

◆

江

東

社
保

協
総

会

（

18
時

30
分
〜

東
京
土
建
江
東
支
部
会
館
）

○

3
月

25
日（

金

）

◆

昼

休

み
木

場
デ

モ

＝
区
労
連
・
全
印
総
連
共
催

（

12
時
〜

木
場
公
園
）

対
に
戦
争
を
す
る
国
に
さ
せ
て

は
な
ら
な
い
し
、
み
ん
な
の
力

で
食
い
止
め
る
こ
と
が
で
き
る

と
結
び
ま
し
た
。

講演 す る 綿貫 公平 さん
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